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報 告

近畿病院図書室協議会第７〃回研修会 (事例。研究薪告会ノ

研修部

日時：２０１１年３月２４日（木）１０:00～12:００

場所：神戸国際会館

テーマ：事例・研究報告会

プログラム：

1．掲示物を使った図書館づくりとコミュニケー

ション

～公共・学校図書館での経験をもとにして～

豊橋市民病院柴田真由美氏

2．当院図書室の資料複製ルールについて

～図書、雑誌の複製を主として～

関西労災病院寺灘裕子氏

3．相互貸借（ILL）について

～２病院の実際をとおしてみえること～

大 阪警察病院畑美之氏

京都 桂 病 院 椎 木 淳 美 氏

4．当院図書室の相互利用における文献複写業務

京都第二赤十字病院川野虞樹氏

参加者数：４０名（会員３３名、賛助会員７名）

１．掲示物を使った図書館づくりとコミュニケー

ション～公共・学校図書館での経験をもとに

して～

掲示物を図書室に飾ろうとされたきっかけ、

およびその後の利用者の反応について報告され

た。「作品」を飾ることで、図書室の雰囲気や利

用者とのかかわりにも変化があったことがあげ

られた。さらに、定期的に変化をもたせること

で、利用者とのコミュニケーションをはかるこ

とができ、より多くの方が図書室に足を運ぶ

きっかけになったと述べられた。参加者からは、

新たに物品を買いそろえるのではなく古封･筒な

どを活用して作成するというアイデアにも感心

が寄せられた。実際の作品を見せていただき、

作成方法も実践され、そのアイデアを体験する

ことができた。

2．当院図書室の資料複製ルールについて

～図書、雑誌の複製を主として～

利用者が資料複製をする際、著作権に対して

の意識向上と理解を得るため自館において規定

を設けられたことについて報告された。図書室

内の写真も交え、利用者への周知方法も紹介さ

れた。盗料複製について定められている著作権

法第31条についても詳しく述べられた。その中

での病院図書館の位置付けは明確ではなく、さ

まざまな解釈があること、しかし教育研究活動

に利用される盗料を提供する場ではあることな

どを、説明された。また、当協議会や関連団体

の著作権法に対する文化庁への働きかけについ

ても縦くられた。

3．相互貸借（ILL）について

～2病院の実際をとおしてみえること～

相互貸借を依頼・受付された際に困ったこと

や、感じたことを報告された。特に依頼側が注

意すべき事項を実例と共にあげられた。会員機

関であっても正しいIＬＬの依頼がされていない

実情を知る機会となった。また、相互貸借時に

は、ＪＭＬＡ発行の相互利用マニュアルを活用す

るよう案内があった。まとめとして、相互貸借

業務がスムーズに行えるよう、依頼側、受付側

が、お互いにマナーを守ることが必要であると

－ ８ ４－



述べられた。

4．当院図書室の相互利用における文献複写業務

文献複写業務の依頼、受付状況を詳細に分析

され、その結果を報告された。利用者職種別・

文献種類別など、グラフを活用し説明された。

またNACSIS-ILLにも参加されており、導入時

の活動として、その必要性と利用者の意見をま

とめ、病院管理者へ働きかけをされたことも述
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くられた。NACSIS-ILLへの参加前とその後の

業務量を比較すると、受付件数は増大している

が依頼時の支払い業務が相殺にて軽減されるな

ど、色々なメリットがあったことも報告された。

今後NACSIS-ILLへの参加を検討されている図

書室担当者にとって参考となっただろう。

(文責：山口智子／奈良社会保険病院）
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